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トップメッセージ

『人を、街を、社会をつなぎ、未来をつくる。』

西部ガスグループは「つながり」をチカラに

変革と挑戦の行動（ACTION）で

企業価値の創造を目指します。

西部ガスホールディングス株式会社
代表取締役社長
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トップメッセージ

■はじめに　 
　西部ガスグループは、前身となる西部ガスが1930年に
設立されて以来、さまざまな環境変化に直面しながら、自
らも変わり続けることでお客さまへ新たな価値を提供し続
けてきました。2021年に西部ガスホールディングスを純粋
持株会社とするグループ体制に移行した後も、お客さまと
真摯に向き合い、地域社会の発展に貢献することで、みな
さまから選ばれ続ける企業グループを目指しています。
　当社グループを取り巻く環境は、人口減少や少子高齢
化、エネルギー情勢の変化、デジタルの急速な発展、さらに
はカーボンニュートラルなどの持続可能な社会を目指す動
き、といったかつてない大きな変化を迎えています。そうし
た変化をチャンスと捉え、2030年の創立100周年、さらに
その先へ向けて企業価値の創造に取り組んでいく当社グ
ループの姿を、ステークホルダーのみなさまにより深くご
理解いただくため、このたび新たに統合報告書を発行する
運びとなりました。

■経営にかける思い
　私は2024年4月に現職に就きました。それ以来、一貫し
て目指しているのは、グループ従業員が自分の持ち場に
もっと「自信」と「誇り」を持って、毎日明るく、元気に楽しく、
ワクワクしながら「能動的」、「革新的」、「横断的」に働けるよ
うなグループ経営です。
　そして、私自身は、自然体でありのままをさらけ出し、ひと
つひとつの出来事に右往左往しない「木鶏」のように超然と
した経営者像を理想としています。
　社長としての私の責務は、株主のみなさまへ安定した配
当を続けるとともに、グループ従業員約4,000人とその家
族が健やかに生活できる水準の利益を上げ続けること、後
進の世代にグループ事業のあり方や将来的な方向性を示
すことだと考えています。
　それを実 現するための 方 策 のひとつが、総 事 業 費 約
500億円をかける「ひびきLNG基地の能力増強」（詳細は

P.26）です。経営者は会社と従業員の未来に責任を負っ
ている以上、不確実な状況にあっても、充分なリスク想定や
対応策を検討のうえ、果敢に決断・実行しなければなりませ
ん。人は誰しも、行動するリスクを回避するために行動しな
い選択をしてしまう「オミッションバイアス（現状維持を望む
心理作用）」に囚われがちですが、それを振り払い、チャレン
ジしなければ未来への道は拓けないと信じています。
　計画を入念に検討し練り上げたら、後はそれを全力で実
行する。これは私が座右の銘としている「知行合一」の実践
でもあります。
　さらに、当社グループには、約100年に亘って培ってきた

「安全・安心」のブランド価値と、その上に成り立つお客さ
まからの「信頼」という大きな財産があります。それは、泥臭

く一軒一軒のお客さまに寄り添った事業活動を脈々と続け
てきた賜物であり、言わばそれが当社グループのDNAで
す。これからも、そのDNAを受け継ぎ、強化しながら、ステー
クホルダーのみなさまの期待に応え続けてまいります。

■前・グループ中期経営計画「Next2024」の振り返り　　 
　前・グループ中期経営計画「Next2024」（2022～2024
年度）を振り返ると、最も重視していた経営指標の経常利
益に加え、売上高・自己資本比率の目標を達成することが
できました。特に、経常利益の目標はチャレンジングな水準
だったのですが、それを達成できたことは今後に向けての
大きな自信となりました。かねてから注力してきた事業構造
の変革が進み、ガスエネルギー事業を中心に、電力その他
エネルギー事業、不動産事業、食関連その他事業が、グルー
プ全体としてバランスの良いポートフォリオを形成できて
きた成果であると考えています。
　一方で、ROA（総資産利益率）・ROE（自己資本利益率）に
ついては目標未達に終わりましたが、株主・投資家のみなさ
まが期待するリターンを生み出し続けることは上場企業と
しての責務ですので、今後はさらに資本コスト経営を追求
し、資本収益性を高めてまいります。

■グループビジョン2030年と未来像
　2021年、当社グループの長期的な経営方針として、「西
部ガスグループビジョン2030」と「西部ガスグループカー
ボンニュートラル2050」を相次いで策定しました。それ
以降も外部環境は目まぐるしく変化していますが、当社グ
ループが目指す姿そのものに変化はありません。
　カーボンニュートラル実現に向けたプロセスにおいて、
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当社グループにとって大きなビジネスチャンスとなるの
が、石油・石炭から天然ガスへの燃料転換に伴うトランジ
ション需要です。それを徹底的に掘り起こし、長期的な収益
基盤を確保します。
　本年2月に閣議決定された「第７次エネルギー基本計
画」では、燃料転換などを通じた天然ガスシフトの進展が
環境負荷低減に寄与することや、LNG（液化天然ガス）の

「安定調達と供給体制の確保」の重要性などが明記され、
天然ガスは「カーボンニュートラル実現後も重要なエネル
ギー源」として一定のプレゼンスが示されました。さらに、
水素と二酸化炭素（CO2）を原料とする合成メタン（e-メ
タン）が、「カーボンニュートラル実現に向けた鍵となるエ
ネルギー」のひとつに位置付けられました。
　また、当社グループの事業基盤である北部九州は、経
済・産業が活性化していることに加え、旺盛なLNG取引が
見込まれるアジア圏に近く、グローバルビジネスを推進す
るうえで地理的優位性が高い地域でもあります。　
　当社グループはこのような追い風を確実に捉えるべ
く、必要な軌道修正を加えながら、創立100周年となる
2030年やその先の2050年に向けた取り組みを進めて
まいります。

■新・グループ中期経営計画「ACT2027」の推進
　このたび、当社グループが社会の持続可能性の実現と長
期にわたる価値創造に向けて最優先で取り組む課題である

「マテリアリティ」を７つに整理・集約するとともに、2025
～2027年度を計画期間とする新・グループ中期経営計画

「ACT2027」を策定しました。この「ACT」という言葉には、
「より積極的に（ACTIVE）行動（ACTION）し、当社グルー

プを活性化（ACTIVATE）する」という意味を込めています。
　本計画の３年間は、「ガスエネルギー事業の一層の強化」と

「事業多角化」の両立を実現する期間と位置付け、ガス（都
市ガス・LPガス・LNG）と電力を中心とするエネルギー事業
の成長を加速するとともに、不動産事業の安定的な収益確
保に取り組み、利益の最大化を目指します。同時に、グルー
プ経営管理の高度化を進め、資本効率の向上を図ります。

　そして、これらを実現するための全社戦略の柱となるの
が、①サステナビリティ経営、②グループネットワーク経営、
③資本コスト経営の３つと、その基盤となる④人的資本
です。

①サステナビリティ経営
　お客さま・社会の安全・安心と、公正な事業活動を担保す
るガバナンス体制を基盤として、気候変動対応や新たな価
値共創の取り組みを加速し、地域社会の持続的な発展と企
業成長との好循環の実現を目指します。
　当社グループの事業基盤である北部九州における豊富な
天然ガス需要を確実に取り込むとともに、本年度末に稼働
開始を予定している「ひびき発電所」でのLNGを燃料とした
CO2排出量の少ない発電や、e-methane（以下、e-メタン）・
水素の導入に向けた検討・検証、再エネ電源取扱量の拡大な
どを通じて、地域のカーボンニュートラルを推進します。
　また、更なるエネルギーサプライチェーンの強化やレジリ
エンスの向上、グループのお客さま価値最大化に向けた新
たな価値の創造、コーポレートガバナンスの強化などの取
り組みにも注力します。

②グループネットワーク経営
　地域やお客さまとの「つながり」強化とDX推進による企
業変革により、グループLTV（お客さまの生涯において当社
グループが提供する価値の合計）の最大化とグループ競争
力強化の実現を目指します。
　エネルギー事業を通じて培った地域とのつながりを活か
し、不動産事業の推進やまちづくり、地域のお困りごと解決
などに取り組み、当社グループの成長の源泉となる地域活
性化と地域・お客さまとの更なるつながり強化に注力しま
す。また、当社グループの強みであるリアルなお客さま接
点に、デジタルプラットフォームの強化を通じた接点を融合
し、地域の特性などをしっかりと捉えたうえで、住まい・生
活・食分野を中心に、より豊かな暮らしに貢献するサービス

Next2024の
主な経営指標 目標 実績 達成状況

売上高 2,300億円 2,544億円 達成
経常利益

（2022~2024年度合計） 250億円 327億円 達成
ROA 1.5％ 1.4％ 未達
ROE 7.5% 6.3% 未達

自己資本比率 21.5% 23.2% 達成

ACT2027の
主な経営指標 達成時期 目標

経常利益 2025~2027年度合計 380億円
ROE 2027年度 8.0％程度

ROIC 2027年度 2.3％程度
2030年代前半 3.0％程度

自己資本比率 2027年度 23.0％以上

①サステナビリティ経営

②グループネットワーク経営 ③資本コスト経営

④人的資本
● 人的資本経営の強化

 ● カーボンニュートラルへの取り組み推進　　　　　 ● 未来に向けた価値の共創
 ● エネルギーサプライチェーン・レジリエンスの強化   ● コーポレートガバナンスの強化

 ● 地域やお客さまとの「つながり」強化
 ● 企業変革に向けたDX戦略の推進

 ● 事業ポートフォリオマネジメントの高度化
 ● ROICツリーマネジメントの推進
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トップメッセージ

をグループ各社が連携して提供します。
　さらに、データ・デジタル技術とヒトを掛け合わせ、「サー
ビス・業務プロセス」と「組織風土・マインド」を変革し続け、
お客さまの利便性やサービスの向上にも取り組みます。

③資本コスト経営
　本計画では、財務指標として新たにROIC（投下資本利益
率）の目標を掲げました。ROICの改善は、ひいてはROEの
改善にもつながるものです。
　資本コストを上回るリターンを継続的に生み出し、企業
価値を向上する全社的な取り組みとして、「戦略的な事業
ポートフォリオマネジメント」と「ROICツリーマネジメント」
を段階的に導入し、グループ経営の強化を図ります。グルー
プ全体への浸透には時間を要しますが、極端に言えば「既
存の経営管理業務を止めてでもROICの導入・浸透に取り
組む」くらいの覚悟でやりきる決意です。
　一方で、株主還元については、長く1株70円で安定配
当してきました。それを維持するとともに、業績に応じ、
配 当 の 更 なる充 実 も 含 めた 追 加 還 元 策につ いて 多 面
的に検討します。成長投資と株主還元のバランスを取り
ながら、能動的な資産の圧縮により生まれるキャッシュ
を活 用した自 己 株 式 の 取 得 なども 実 施していきます。 

④人的資本
　以上のような、競争優位性を確保するための成長戦略ス
トーリーにおいて、基盤となるのは「人財」、それも「変革人
財」、「挑戦人財」です。「失敗を恐れず挑戦し続けること」を企
業文化にして、変革を成し遂げていきたいと考えています。
　当社グループには、事業を支えるマインドとスキルを充分
に備えた人財がそろっており、私はグループ従業員の人間
性とポテンシャルに全幅の信頼を置いています。
　価値創造の源泉である人的資本へ積極的に投資し、ウェ
ルビーイングな暮らしを実現する。グループ従業員がみん
なワクワクしてエンゲージメント高く仕事に取り組み、幸
福を実感する。その結果として、組織の生産性が高まって
いく。そんな好循環を思い描いて「人的資本経営」にこだ
わっています。
　この変革を推進するためには、マネジメント層の果たす
役割が重要です。人を育てることに加えて、PDCAをもっと
ショートインターバルで回していけるよう、教育研修の充実
はもとより、積極的な人財登用や体系的な制度整備なども
含め、リソースを投入してバックアップし、企業価値をさらに
高めていきたいと考えています。

■ステークホルダーのみなさまへ
　当社グループの強みは、お客さまと真摯に向き合うこと
で培ってきた「安全・安心」の上に成り立つ「信頼」のブラン
ド価値であり、その基盤は「人財」です。それを原動力に、
これからも変革・挑戦を続けてまいります。まずは足元の

「ACT2027」に基づく「行動（ACTION）」を完遂すること
で、事業を通じた地域社会への貢献に取り組み、収益基盤
を確保して株主還元の維持・拡大を目指します。
　地域のみなさま、株主・投資家のみなさまには、2030
年、さらにその先に向けて当社グループが生み出す価値に
ご期待いただきたく、引き続きご支援・ご指導を賜りますよ
うお願い申し上げます。　

社長就任後に始めた社内イントラネット「卓二の部屋（動画配信含む）」で

は、様々なグループ従業員との交流が実現しています。グループ従業員と

の距離を縮めると同時に、現場の声を聴きつつ、取り組みに対する私自

身の思いも語っています。投稿は100回を超えました。

コ
ラ
ム

卓二の部屋
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リアル ＋ DXで
つながり創出

●地域の安全・安心とレジリエンス
●サステナブルなバリューチェーン

●サステナブルで活力あふれる地域社会
●価値を生み出し続ける人と風土　●信頼され続ける組織

●地域のカーボンニュートラル
●地域の社会課題解決とコミュニティの発展

マテリアリティ（サステナビリティ経営の重要課題  ）

外部環境 ●サステナビリティの潮流加速 　●エネルギー情勢の変化 　●資本コストや株価を意識した経営の要請 　●デジタルの急速な発展 　●労働環境の変化 　●北部九州経済の活性化

西部ガスグループビジョン2030／西部ガスグループカーボンニュートラル2050
『人を、街を、社会をつなぎ、未来をつくる。』

経営理念 「地域貢献」・「責任」・「和」

インプット資本

強み
地域に根差した顧客基盤

安全を支え・信頼に応える
人財と組織

サステナブルなインフラ網

人
的
資
本
強
化

挑
戦
人
財・変
革
人
財
に
よ
る

競
争
優
位
性
の
強
化

提供価値グループ事業活動 ACT2027 到達目標ACT2027全社戦略の柱

グループ中期経営計画「ACT2027」

「ガスエネルギー事業の一層強化」と「事業多角化」の両立

天然ガス取扱量 ： 1,000千トン
CO2排出削減貢献量 ： 87万トン

重大トラブル＆事故ゼロ

マイページ会員数　80万件
SAIBULAND会員数　20万件

ROE ： 8.0％
ROIC ： 2.3％

DXコア人財　650名育成

従業員エンゲージメントスコア
65％以上

共創型PoC：15件

低炭素エネルギー提供に
よるトランジション需要

への貢献

地域とお客さまの
暮らしを豊かに

安全・安心と信頼

挑戦・成長の機会と
働き甲斐ある職場環境

持続的な
企業価値の向上

サステナビリティ
経営

グループ
ネットワーク
経営

資本コスト
経営

財務資本

設備資本

知的資本人的資本

社会・関係
資本

自然資本

２０５０

共
創
型
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
先
進
社
会
の
実
現

多
様
な
暮
ら
し
方
が

広
が
る
社
会

地
域
・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

活
力
あ
る
社
会

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・

循
環
型
の
社
会

ガスエネルギー
事業

電力その他
エネルギー
事業

不動産
事業

食関連その他
事業

価値創造プロセス
西部ガスグループは、長期ビジョン「西部ガスグループビジョン2030」に基づき、共創型のサステナビリティ先進社会の実現を目指しています。
グループ中期経営計画「ACT2027」を通じて、ガスエネルギー事業を中心に、シナジーを生かした多様な事業展開を進めています。
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価値創造の源泉
西部ガスグループは、ガスエネルギー事業で約100年に亘って培ってきた「安全・安心」のブランド価値と、その上に成り立つお客さまからの「信頼」が貴重な財産・強みとしています。
さらに、これらを支えてきた人財と地理的優位性を活かしたひびきLNG基地へ投資することで、競争優位性を確保し、持続可能で豊かな社会の実現をリードしていきます。

地域に根差した顧客基盤 サステナブルなインフラ網安全を支え・信頼に応える人財と組織

お客さまとのつながりの深さを示す

お客さまアカウント数…117万件※1

連携協定締結数…9自治体
（延べ人口…541万人※2）

国内有数のLNG基地である
ひびきLNG基地

再エネ適地である九州中心に
9.2万kWの再エネ電源取扱量

安定供給を支えるガスインフラ
導管埋設距離………………………約13,200km
年間天然ガス取扱量………………７４万トン

家庭用のお客さま向けお困りごとの解決
ハートフル訪問件数…23,639件

強固なリスク管理体制と組織安全文化
27年連続重大ガス事故ゼロ件

確立された技術人財育成カリキュラム
186コース、年間1,590人が受講

社会・関係資本 設備資本人的資本 知的資本

更なる資本の維持・強化に向けて 更なる資本の維持・強化に向けて更なる資本の維持・強化に向けて

　資本100年続く歴史を通じ、北部九州を中心に約117万件のお
客さまと向き合い、ガスや暮らしの価値を提供してきました。
　ガスならではのリアル（対面）での接点による、一人ひとりのお客
さまとの「つながり」の深さが、ガスのみならず、電力・不動産・食関
連等、当社グループが提供するサービスの付加価値を高めること
につながっています。
　さらに、地域との信頼関係が、脱炭素や経済活性化といった社
会課題へ、地方自治体と当社グループが協働して取り組むことを
可能にし、サステナブルな価値創造を支えています。

　中期的に経済成長が見込まれる北部九州エリアを基盤とし、
国内有数のガス設備であるひびきLNG基地を中心としたエネル
ギーインフラを活用し、安定供給を支えると共に、地理的優位性を
活かした再エネ電源の開発・調達を継続しています。
　LNG利用拡大によりトランジション期の低炭素社会を実現し、
また、脱炭素に向けては、再エネ電源の開発・調達、既存の導管網
のインフラネットワークの整備や新しいエネルギーであるe-メタ
ンにも対応しながら、環境貢献と共にコスト抑制を実現します。

　エネルギーを提供するインフラ企業として、「安全・安心」は当社
グループの使命です。地域の「安全・安心」を支える使命感を有し
た人財と、それを実現するために培ってきた組織としての技術・保
安ノウハウや経験の蓄積は、当社グループの事業の根幹となって
います。
　こうした人財と組織の力は、当社グループへの「信頼」の醸成に
つながるほか、日々の不断の改善や向上の取り組みにより、事業
運営の効率化や、イノベーションによる新たな価値創造の源泉と
なります。

リアルなお客さま接点に、デジタルプラットフォームの強化を
通じた接点を融合させ、お客さまとのつながりをさらに強化し
ていきます。サービスの付加価値を高め、グループLTV※を最
大化していく方針です。

ひびき基地の増強（ P.26）を筆頭に、低・脱炭素社会に向け
て、天然ガス取扱量の拡大や再エネ電源の開発・調達を引き
続き推進していきます。エネルギー供給のレジリエンス強化
を着実に進めつつ、e-メタンの技術開発にも参画し、当社グ
ループの事業価値の最大化を図っていきます。

時代や社会の変化を柔軟に捉え、事業を変革し、イノベーショ
ンを促進するために、「変革」「挑戦」する人財の育成と、組織風
土の実現を目指します。人事制度の改訂、育成プログラムや
研修などの「人的資本」への投資を拡大していきます。

※お客さまの生涯において当社グループが提供する価値の合計

※1 お客さまアカウント数とは、都市ガス小売件数・LPG小売件数・電力契約件数の合計　※2 出典：総務省統計局2025_2020年データ　　グループ中期経営計画の概要ページに2027年度目標を掲載しています。（  P.22）

※データは、2024年度時点
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※財務指標は連結ベースです。　※カーボンニュートラルに関する詳しい情報は「西部ガスグループカーボンニュートラル2050」をご覧ください。

　クリーンで効率的なエネルギー利用を軸に低・脱炭素
化の取り組みを加速させます。また、お客さま、行政、学術
機関等との積極的な連携を図り、地域のカーボンニュート
ラルの実現に取り組みます。

　様々なステークホルダーと連携しながら、安心して住み
続けられるまちづくりや、多様な暮らしのサービス創出など
に取り組み、サステナブルな暮らしや地域社会を支えます。

売上高 ........................................2,500億円
経常利益 .....................................150億円
ROIC（2030年代前半） ...............3.0％

CO2排出削減貢献量..........................150万トン
再エネ電源取扱量..............................20万kW
ガスのカーボンニュートラル化率........5％以上

　未来を変える価値の創造に向けて、人財の育成や新し
いつながりの創出に取り組みます。戦略を支える財務基
盤の強化とサステナビリティ経営を推進します。

詳細はHP「西部ガスグループビジョン2030」  をご覧ください。https://hd.saibugas.co.jp/news_release/detail/2021/pdf/nr053.pdf

2030年のありたい姿

『人を、街を、社会をつなぎ、未来をつくる。』
西部ガスグループは「つながり」をチカラに

未来を変える価値の創造に挑み持続可能で豊かな社会の実現をリードします。

西部ガスグループビジョン2030

地域のカーボンニュートラルの実現に
率先して取り組みます

サステナブルな暮らしや地域社会を
支える価値を共創します

経営指標
（2030年）

未来志向で価値創造の基盤を
強化します

西部ガスグループは、2030年に創立100周年を迎えます。その先の未来も見据え、グループの様々な事業活動を通じて
「つながり」と信頼を地道に積み重ね、地域社会の発展に貢献するとともにみなさまから選ばれ続ける企業グループを目指します。

戦略1 戦略2 戦略3
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共創型の
サステナビリティ
先進社会の実現

2050年目標

カーボンニュートラル・
循環型の社会

2030年トランジション期

石油・石炭からの燃料転換天然ガスシフト

ガスの脱炭素化

電源の脱炭素化

カーボンクレジット

再エネの普及拡大

船舶燃料の転換

e-メタン※5

PPAモデル展開※6

高効率機器の転換

バイオガス・水素利用

LNG発電所の脱炭素化

＋＋

＋＋

＋＋

ガスの脱炭素化37万トン（25％）

電源の脱炭素化
52万トン
（35％）

天然ガスシフト
58万トン
（38％）

CO2排出削減
貢献量

燃転/
高効率機器

海外事業

カーボンクレジット

自社再エネ

非化石証書

ひびき火力

施設
省エネ他

e-methane

事業活動3万トン（2％）

CO2排出削減貢献量※1　　　　　150万トン※2
再エネ電源取扱量※3　　　　　　20万kW
ガスのカーボンニュートラル化率※4  5％以上

2030年目標

※1 当社グループおよびお客さま先における2030年断面のCO2排出削減貢献量（2020年～）　※2 当社グループおよびお客さま先のCO2排出量（約300万トン/年）の約2分の1に相当　※3 国内外における電源開発、FIT電源、調達を含む
※4 供給するガス全体にカーボンニュートラル化したガス（メタネーション、水素、バイオガス、カーボンクレジット等の手段で製造または調達したガス）が占める割合　　
※5 二酸化炭素と水素を原料として製造された合成メタン
※6 Power Purchase Agreement : 発電事業者と電力購入者との間で結ばれる電力販売契約のこと　詳細は、HP「西部ガスグループカーボンニュートラルアクションプラン」をご覧ください。https://hd.saibugas.co.jp/sustainability/assets/pdf/cnl_action.pdf

　

現在

西部ガスグループでは、2021年9月に、カーボンニュートラルの実現に向けた取り組みを示した「カーボンニュートラル2050」を策定し、
その方針を示しました。さらに、カーボンニュートラルアクションプランで、その方針をより具体化し、取り組みを推進していきます。

西部ガスグループカーボンニュートラル2050

　他燃料からの燃料転換や省エネ機器の拡販による「天然ガスシフト」、カーボンクレジットやe-methane（e-メタン）の導入による「ガスの脱炭素化」、
再生可能エネルギーの開発による「電源の脱炭素化」の3つの柱を組み合わせながらカーボンニュートラル実現を目指します。

カーボンニュートラルの実現を目指す３つの柱
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　2022年度のマテリアリティ特定以降、企業のサステナビリティを取り巻く環境や社会からの
要請、そして当社グループの事業環境が変化し続けているため、これに対応する必要がありまし
た。特に、2025年3月に策定した西部ガスグループ中期経営計画に連動する形で、マテリアリ
ティを点検・見直しすることを、サステナビリティ委員会にて協議決定しました。
　見直しにあたっては、新しい国際基準を踏まえ、ESG課題を36項目に整理し、リスクと機会の
抽出、そしてスコアリングを行い、重要なESG課題を特定しました。

　見直しのプロセスでは、ステークホルダーや専門家の意見を取り入れ、社内外の環境変化に迅
速に対応しました。スコアリングしたESG課題をマテリアリティ・マトリックスへ再配置し、マテリ
アリティの明瞭性を確保するためにグルーピングによる統合を実施しました。これにより、重要領
域に配置されたESG課題を16項目から7項目に統合し、価値創造領域を大きな方向性として示
すものとしました。

　西部ガスグループのマテリアリティは、「西部ガスグループビジョン2030」の
実現に向けた重要な要素として、①～⑦の価値創造領域として構成し、戦略と連
動した密接な関係性を持たせています。
　特徴として、④地域の社会課題解決とコミュニティの発展、⑤サステナブルな
バリューチェーンは、戦略1・2の基盤として位置付けしており、地域社会との共創
を通じて持続可能な価値を提供し続けることを目指しています。

 マテリアリティ見直しの背景

 マテリアリティ見直しプロセス

西部ガスグループが取り組む７つのマテリアリティと相互関係図

マテリアリティの特定
西部ガスグループは、「西部ガスグループビジョン2030」で掲げた「サステナビリティ経営の推進」にあたり、持続可能な社会の実現と
企業の長期にわたる価値創造に向けて企業が最優先で取り組む課題をマテリアリティとして特定し、取り組みを推進しています。

STEP1
意見交換

STEP2
課題の整理

STEP3
スコアリング

STEP4
委員会協議

西部ガスグループの長期にわたる価値創造へのインパクト

環
境・社
会（
人
々
）へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

●社内外の環境変化
●ステークホルダー、専門家の意見

７
つ
の
マ
テ
リ
ア
リ
ティ
策
定

（
価
値
創
造
領
域
策
定
）

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

INPUT

O
U
TPU

T

●
●

●●●
●●●●

●●● ●●●

● ●

●

●●

管理領域

重要領域
（マテリアリティ）

●●①
●②

●●●③
●●⑤

●④
●●●●⑥
●●●⑦

⑥価値を生み出し続ける人と風土

⑦信頼され続ける組織

④地域の社会課題解決と
　コミュニティの発展

⑤サステナブルなバリューチェーン

③サステナブルで活力あふれる
　地域社会

①地域のカーボンニュートラル

②地域の安全・安心とレジリエンス

戦略3
未来志向で価値創造の基盤を強化します

地域のカーボンニュートラルの
実現に率先して取り組みます

戦略1・2 の基盤

戦略1

サステナブルな暮らしや地域社会を
支える価値を共創します

戦略2

西部ガスグループのマテリアリティ 西部ガスグループビジョン2030
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戦略 価値創造領域・マテリアリティ リスク 機会 取り組みテーマ 指標（KPI） 目標（年度）

①地域の
　カーボンニュートラル

エネルギー関連の政策や国内外の法
令等の変更、海外情勢の影響、市場の
変化への対応の遅れ・不足によるコス
ト増や事業機会の損失

エネルギー移行期（トランジッション
期）を捉えた低炭素エネルギーである
天然ガスの普及拡大・高度利用

●�エネルギーの低炭素化
●�電源の脱炭素化

●�石油、石炭からの燃料転換、省エネ
高効率機器の販売、海外事業の推進

●�再エネ電源の開発・調達

●�CO2排出削減貢献量 58万トン/年
（2030）

●�再エネ電源取扱量 20万kW
（2030）

ひびきLNG基地の地理的優位性を活
用した環境負荷低減による、グローバ
ルビジネスの推進

●�地域のカーボンニュートラル化に向
けた連携基盤の強化

●�天然ガス取扱量 ●�1,000千トン（2027）

為替や原油価格、エネルギー資源の制
約、エネルギー需給逼迫等のボラティ
リティによる調達コストの増加

エネルギーの安定供給（エネルギー移
行期含む）と、インフラ整備による信頼
向上

●安定調達体制のさらなる強化
●安定供給体制のさらなる強化

●�自社起因の重大トラブル
●�VPPの契約容量

●�ゼロ件の堅持（2030）
●�185kW（2027）

②地域の安全・安心と
　レジリエンス

自然災害やテロの発生、経年変化等
によるＬＮＧ基地等のガス製造設備
や導管等の供給設備への損害対応コ
スト増

防災やレジリエンスの強化に関する事
業機会の拡大

●�安全安心のためのレジリエンス強化
●�地域の防災力の強化

●�重大事故（製造・供給）
●�供給設備の経年対策進捗率

●�ゼロ件の堅持（2030）
●�導管網の耐震化率 95％（2030）

③サステナブルで
　活力あふれる地域社会

ディープテックを中心とした革新的技
術への対応遅れによるビジネス機会の
損失

地域の暮らしに関わる新たな事業機会
の創出

●�多様なニーズに応える暮らしの基盤
の実現

●�お客さま接点の拡大を図るためのデ
ジタルプラットフォームの会員数

●�マイページ会員数 80万件（2027）

④地域の社会課題解決と
　コミュニティの発展

地域住民をはじめとするさまざまなス
テークホルダーとのコミュニケーション
が不足し、事業が進まない

事業拠点地域のコミュニティへの積極
関与による地域の社会課題・ニーズの
把握・共創事例の創出

●�各事業拠点地域の社会課題の解決 ●�連携協定締結数 ●�行政との連携協定数の増加

⑤サステナブルな
　バリューチェーン

法規制等への対応の遅れや、取り組ま
ないことによる顧客離れ

サプライヤーとともに、環境・人権に配
慮した、製品・サービスに取り組むこと
により新しい価値を創造

●�廃棄物の削減・再資源化と循環利用
の推進

●�持続可能なサプライチェーン・マネ
ジメントの強化

●�ガス製造工場における産業廃棄物
の抑制

●�取引に関する満足度

●�再資源化率 95％以上（2025）
●�満足度 90％（2027）

⑥価値を生み出し続ける
　人と風土

専門知識や経営力を持った人財の不
足、環境変化に対応した従業員のリス
キリングの遅れ

優秀な人財の確保と定着、働きがい向
上に資する環境整備により、グループ
全体の労働生産性が向上

●�従業員の働きがい向上と発揮する
成果の最大化

●�DE&Ｉの推進

●�従業員エンゲージメントスコア
●�女性管理職比率

●�65％以上（2027）
●�15％（2030）

⑦信頼され続ける組織
法令・定款の不遵守、従業員による企
業倫理・社会規範の違反による、対応
費等の損害

株主をはじめとするステークホルダー
への情報開示、対話による信頼向上

●�グループとしてのコンプライアンス
の推進

●�気候変動を含むサステナビリティに
関わるリスクのマネジメント

●�重大なコンプライアンス違反件数
●�リスク専門コンサル会社によるリス

ク管理体制評価点数の向上

●�発生 0件（毎年）
●�2024年度から7％向上（2027）

 詳細はHP「マテリアリティ行動計画」をご覧ください。https://hd.saibugas.co.jp/sustainability/materiality/

マテリアリティに対応する取り組みと目標は、「西部ガスグループビジョン2030」「ACT2027」と連動しており、
PDCAサイクルを通じて持続可能な取り組みを推進しています。

リスクと機会の整理・主な行動計画
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